
1 基本情報
(1) 総合計画体系

(2) 政策の概要（当年度（2022年度）実施内容）

予算
決算

年間経費(予算又は決算+A+B)

3 政策指標の状況

4 前年度（2021年度）政策評価
(1) 前年度（2021年度）実施内容

(2) 政策評価（政策の進捗及び課題）
＜進捗＞ 計画通り
・任期満了による静岡県知事選挙を2021年６月２０日に執行した。
・参議院議員の辞職に伴う参議院静岡県選出議員補欠選挙を2021年10月24日に執行した。
・2021年10月14日の衆議院解散に伴う衆議院議員総選挙を2021年10月31日に執行した。
・明るい選挙啓発ポスターコンクール、同コンクール等優秀作品巡回展示会、出前講座等などの選挙啓発事業
に取り組んだ。

実績

公職選挙法及び各種法令等に基づき、公正かつ適正に選挙を執行する。
選挙人への選挙制度の周知及び投票率の向上を図るための啓発事業を行う。

目標
実績

目標

2022 2023政策指標 単位 2024

実績
目標

年度 2019 2020 2021

86,205 93,449 701,298 622,262

人件費（人工分）（B） 53,480 52,480 52,780 52,780

人件費(報酬等)（A） 18,517 12,616 90,574 41,620

2 政策コストの状況（千円） 2019 2020 2021 2022 2023

14,208 28,353 557,944

2024

15,728 30,778 804,904 527,862

公職選挙法及び各種法令等に基づき、公正かつ適正に選挙を執行する。
選挙人への選挙制度の周知及び投票率の向上を図るための啓発事業を行う。

(3) 関連するSDGsのゴール
⑩不平等

政策シート 政策名 03 公正かつ適正な選挙の実施

2022年度
（管理番号）

（担当課）
03 01 006101000 市選挙管理委員会事務局

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード （責任者） （基準日）
07 05 小杉　浩喜 2022.7.1

理想の姿
（30年後）

◆協働による持続可能な都市経営を推進し、全国をリードする自立した
　基礎自治体になっている。

政策の柱
（10年後）

　基本政策 05 -

予算費目名 01 選挙費

　分野 07 地方自治・都市経営

◆協働に関わる多様な主体が連携し、協働による質の高い市民サービスが提供されてい
る。
◆公共インフラの整備・維持・管理に民間活力の導入が進んでいる。



2022年度
（管理番号）

（担当課）
03 01 006101000 市選挙管理委員会事務局

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード （責任者） （基準日）
07 05 小杉　浩喜 2022.7.1

◇政策実現のために実施する事業一覧
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※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 会計年度任用職員（人事課予算）2,800 

2.1 41,620計 634,394 527,862 6.7
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8 県知事選挙

5 選挙デジタル運営経費 15,521 15,521

36,134

2

4 明るい選挙推進事業 16,928 1,668 1.7 1.2

1 参議院議員選挙 324,409 288,275

統一地方選挙 225,358 219,872
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（千円）
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再任用
(31h)
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(26h)

会計年度
（人事課）

5,486

3 選挙人名簿作成事業 15,358 378 2.1 0.1

2.9 0.8

7 衆議院議員選挙

6 選挙運営経費 36,820 2,148
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1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2022：重点戦略最終年度、2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

2024
(R6)

目標

指標名称 総合戦略
施策体系

重点戦略
戦略項目 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 190,432 324,409

再任用(26h)
人工

正規
再任用(31h)

人件費（人工分）（B）

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A） 26,849 36,134
一般会計繰入金

一般財源
その他
市債

国・県支出 163,583
決算 163,583

事業費(千円)
予算 247,575 288,275

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

選挙は性別や障害、経済的地位等の状況に関わりなく、市民の社会的、政治的な参画を
促進するため。

(4) 関連するSDGsのゴール

重点戦略 － （戦略項目）

総合戦略 － （施策）

小杉　浩喜 2022.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」「重点戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

公職選挙法に基づき、国民を代表する国会議員である参議院議員を選出する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1947 － 一般会計 法定受託事務 公職選挙法

事業シート （事業名） 01 参議院議員選挙

2022年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局



小杉　浩喜 2022.7.1
2022年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局

4 前年度（2021年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2021年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2021年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2022年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2022年度）事業実施内容（Plan）

大項目 小項目 事業費 人工

浜松市内の有権者を対象として、参議院議員（半数改選）の2022年7月25日任期満了による選挙区選挙及び比例
代表選挙の投開票を行い、選挙結果を静岡県選挙管理委員会に報告するとともに、有権者に公表する。

（任期満了：2022年7月25日）

浜松市内の有権者を対象として、参議院議員の辞職に伴う参議院静岡県選出議員補欠選挙の投開票事務を行
い、選挙結果を静岡県選挙管理委員会に報告するとともに、有権者に公表した。

告示日　 ：2021年10月7日（木）
選挙期日：2021年10月24日（日）

指標の達成度
浜松市内の有権者を対象として、参議院議員の辞職に伴う参議院静岡県選出議員補欠選挙の投開票事務を行
い、選挙結果を静岡県選挙管理委員会に報告するとともに、有権者に公表した。

（2021年10月24日　参議院静岡県選出議員補欠選挙）

大項目 小項目 事業費 人工



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2022：重点戦略最終年度、2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

2024
(R6)

目標

指標名称 総合戦略
施策体系

重点戦略
戦略項目 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 225,358

再任用(26h)
人工

正規
再任用(31h)

人件費（人工分）（B）

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A） 5,486
一般会計繰入金

一般財源
その他
市債

国・県支出
決算

事業費(千円)
予算 219,872

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

選挙は性別や障害、経済的地位等の状況に関わりなく、市民の社会的、政治的な参画を
促進するため。

(4) 関連するSDGsのゴール

重点戦略 － （戦略項目）

総合戦略 － （施策）

小杉　浩喜 2022.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」「重点戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

市を統括し事務を管理・執行する市長と、市民を代表する市議会議員を選出する。
また、静岡県民を代表する県議会議員を選出する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1947 ― 一般会計 法定受託事務
自治事務（法令義務） 公職選挙法

事業シート （事業名） 02 統一地方選挙

2022年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局



小杉　浩喜 2022.7.1
2022年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局

4 前年度（2021年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2021年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2021年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2022年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2022年度）事業実施内容（Plan）

大項目 小項目 事業費 人工

浜松市内の有権者を対象として、2023年4月30日に任期満了となる浜松市長及び浜松市議会議員選挙の執行に
向けた準備を行う。
また、同時に2023年4月29日に任期満了となる静岡県議会議員選挙の執行に向けた準備を行う。

2023年4月執行予定の市長選挙・市議会議員選挙・静岡県議会議員選挙の執行に向けて、管理執行計画の策
定、区選挙管理委員会書記等に対する研修会の開催、選挙人への選挙執行に関する周知・啓発の実施、立候補
予定者に対する説明会を実施する。

指標の達成度

大項目 小項目 事業費 人工



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2022：重点戦略最終年度、2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

2024
(R6)

目標

指標名称 総合戦略
施策体系

重点戦略
戦略項目 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 26,274 23,476 15,249 15,358
0.1 0.1 0.1 0.1

再任用(26h)
人工

正規 2.1 2.1 2.1 2.1
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 14,980 14,980 14,980 14,980

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

一般財源 11,104 8,382 117
その他
市債

国・県支出 190 114 152
決算 11,294 8,496 269

事業費(千円)
予算 11,612 8,700 378 378

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

(4) 関連するSDGsのゴール

重点戦略 － （戦略項目）

総合戦略 － （施策）

小杉　浩喜 2022.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」「重点戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

選挙人を登録し、選挙人の範囲を確定しておくための公簿である選挙人名簿を調製するとともに、これに付随する
検察審査員候補者予定者選定及び裁判員候補者予定者選定の事務を執り行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1947 － 一般会計 法定受託事務 公職選挙法、検察審査会法　等

事業シート （事業名） 04 選挙人名簿作成事業

2022年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 04

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局



小杉　浩喜 2022.7.1
2022年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 04

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局

4 前年度（2021年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2021年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2021年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2022年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2022年度）事業実施内容（Plan）

法令等に基づき、適正に各種選挙人名簿の調製、登録等を行った。
また、検察審査会審査員候補者予定者及び裁判員候補者予定者の選定を行い、作成した名簿を裁判所及び検
察審査会に提出した。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
今後も法令等に基づき、適正に各種選挙人名簿の調製、登録等を行っていくとともに、検察審査会審査員候補者
予定者及び裁判員候補者予定者を選定し、名簿を提出していく。

・選挙人名簿の定時登録
・在外選挙人名簿の調製
・検察審査員候補者予定者選定
・裁判員候補者予定者選定

・選挙人名簿の定時登録
・在外選挙人名簿の調製
・検察審査員候補者予定者選定
・裁判員候補者予定者選定

指標の達成度 計画通り
公職選挙法に基づき、選挙人名簿及び在外選挙人名簿を適正に調製した。
公職選挙法による選挙人名簿の定時登録・・・6月、9月、12月、3月の4回（2022年3月定時登録時の選挙人名簿登録者数
652,130人）
選挙人からの申請に基づき、在外選挙人名簿への登録等を行った。
また、検察審査会審査員候補者予定者及び裁判員候補者予定者を選定し、作成した名簿を裁判所及び検察審査会に提出し
た。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2022：重点戦略最終年度、2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

50

実績 55 30 39

2024
(R6)

中学校等への選挙資材貸出事業
貸出校数/学校数（％）

目標 50 50 50 50 50

指標名称 総合戦略
施策体系

重点戦略
戦略項目 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 16,794 16,040 16,408 16,928
0.7 1.0 1.2 1.2

再任用(26h) 0.1 0.1
0.4

人工

正規 1.7 1.7 1.7 1.7
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 15,560 14,960 15,260 15,260

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

一般財源 1,234 1,080 1,148
その他
市債

国・県支出
決算 1,234 1,080 1,148

事業費(千円)
予算 1,740 1,583 1,705 1,668

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

⑩不平等

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

選挙は性別や障害、経済的地位等の状況に関わりなく、市民の社会的、政治的な参画を
促進するため。

(4) 関連するSDGsのゴール

重点戦略 － （戦略項目）

総合戦略 － （施策）

小杉　浩喜 2022.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」「重点戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

・市民に政治や選挙への関心を高めてもらい、選挙が公正・適正に行われるように、日頃から選挙に対する啓発
事業を行う。
・選挙時においては、投票方法等の周知及び投票率の向上を図るための啓発事業を行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1947 － 一般会計
法定受託事務
自治事務（法令義務）

公職選挙法第6条

事業シート （事業名） 05 明るい選挙推進事業

2022年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 05

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局



小杉　浩喜 2022.7.1
2022年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 05

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局

4 前年度（2021年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2021年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2021年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2022年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2022年度）事業実施内容（Plan）

市内の高等学校等において出前講座や模擬投票を実施し、若者が選挙のしくみ、投票の方法等を学ぶ機会と
なった。
また、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、その他の対面での啓発事業は自粛した。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
引き続き、教育委員会や学校に対し、選挙啓発事業（出前講座、模擬選挙、選挙資材貸出等）の積極的な活用を
呼びかけ、主権者教育の支援を行っていく。
また、若年層への選挙啓発の推進に向け、ＳＮＳを積極的に活用した情報発信を行うほか、出前講座で使用する
資料や内容、講座全体の構成についての検討、モデル事業の実施に取り組む。

・浜松市明るい選挙推進協議会及び各区明るい選挙推進協議会の運営並びに啓発事業の開催
・明るい選挙啓発ポスターコンクール及び同コンクール等優秀作品巡回展示会の実施
・各種選挙啓発資料の作成及び購入配布
・選挙時における臨時啓発の実施
・若年層への選挙啓発の実施（出前講座の実施、選挙資材貸出事業等）
・イベント開催時の選挙啓発の実施

・浜松市明るい選挙推進協議会及び各区明るい選挙推進協議会の運営並びに啓発事業の開催
・明るい選挙啓発ポスターコンクール及び同コンクール等優秀作品巡回展示会の実施
・各種選挙啓発資料の作成及び購入配布
・選挙時における臨時啓発の実施
・若年層への選挙啓発の実施（出前講座の実施、選挙資材貸出事業等）
・イベント開催時の選挙啓発の実施

指標の達成度 計画通り
2021年度浜松市明るい選挙推進事業計画に基づき、明るい選挙啓発ポスターコンクールや同コンクール等の優
秀作品巡回展示会などの事業を実施した。
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、浜松市明るい選挙推進協議会及び各区明るい選挙推進協議会
との協働による合同研修会や啓発活動は実施しなかった。
若年層への選挙啓発事業として、市内の高等学校等における出前講座により、選挙制度周知に努めた。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2022：重点戦略最終年度、2024：総合戦略・基本計画最終年度）

事業シート （事業名） 06 選挙デジタル運営経費

2022年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 06

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局 小杉　浩喜 2022.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」「重点戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

選挙管理委員会の運営に関する事務を執り行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1947 － 一般会計
法定受託事務
自治事務（法令義務）

地方自治法、選挙管理委員会規程

重点戦略 － （戦略項目）

総合戦略 － （施策）

(4) 関連するSDGsのゴール

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

事業費(千円)
予算 14,342 15,521

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

決算 13,474

その他
市債

国・県支出

人件費（報酬等）（A）
一般会計繰入金

一般財源 13,474

人工

正規
再任用(31h)

人件費（人工分）（B）

会計年度任用職員(人事課予算)

再任用(26h)

指標名称
総合戦略
施策体系

重点戦略
戦略項目 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 13,474 15,521

目標

実績

2024
(R6)

実績

目標

目標

実績

目標

実績

目標

実績



2022年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 06

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局 小杉　浩喜 2022.7.1

4 前年度（2021年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2021年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2021年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2022年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2022年度）事業実施内容（Plan）

選挙人名簿管理システム及び投票管理システムの保守・運用

指標の達成度 計画通り
選挙人名簿管理システム及び投票管理システムを適切に保守・運用した。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
選挙人名簿管理システム及び投票管理システムを適切に保守・運用した。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
今後も、選挙人名簿管理システム及び投票管理システムを適切に保守・運用していく。

選挙人名簿管理システム及び投票管理システムの保守・運用



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2022：重点戦略最終年度、2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

2024
(R6)

目標

指標名称 総合戦略
施策体系

重点戦略
戦略項目 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 43,137 53,933 36,820 24,688
0.3 0.8 0.8 0.8

再任用(26h)

0.5
人工

正規 2.9 2.9 2.9 2.9
再任用(31h)

人件費（人工分）（B） 22,940 22,540 22,540 22,540

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A） 18,517 12,616 13,425
一般会計繰入金

一般財源 1,680 18,777 855
その他
市債

国・県支出
決算 1,680 18,777 855

事業費(千円)
予算 2,376 20,495 1,455 2,148

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

(4) 関連するSDGsのゴール

重点戦略 － （戦略項目）

総合戦略 － （施策）

小杉　浩喜 2022.7.1

主要事業 － ※「総合戦略」「重点戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

選挙管理委員会の運営に関する事務を執り行う。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1947 － 一般会計 法定受託事務
自治事務（法令義務） 地方自治法、選挙管理委員会規程

事業シート （事業名） 07 選挙運営経費

2022年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 07

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局



小杉　浩喜 2022.7.1
2022年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 07

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局

4 前年度（2021年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2021年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2021年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2022年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2022年度）事業実施内容（Plan）

選挙管理委員会の会議を開催し、適切に選挙管理委員会運営を行った。
指定都市選挙管理委員会連合会が主催する総会、研修会及び各種会議は、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止のため開催されなかったが、書面等のやりとりで各都市の選挙の管理執行、委員会運営及び選挙啓発等に
係る情報を収集し、本市の取組の参考とした。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状
今後も選挙管理委員会の会議を開催し、適切に選挙管理委員会運営を行っていく。
また、指定都市選挙管理委員会連合会の総会、研修会及び各種会議が開催されれば、参加し、各都市の選挙の
管理執行、委員会運営及び選挙啓発等に係る情報収集に努め、本市の選挙事務の改善・見直しに努めていく。

・選挙管理委員会の会議の開催
・選挙管理委員会連合会の総会及び研修会への出席
・選挙管理委員会の運営

・選挙管理委員会定例会等の開催
・選挙管理委員会連合会の総会及び研修会への出席
・選挙管理委員会の運営

指標の達成度 計画通り
選挙管理委員会定例会、臨時会を開催し、適切な選挙管理委員会運営を行った。（市選管委員任期：2019.10.30
～2023.10.29、区選管委員任期：2019.5.21～2023.5.20）
指定都市選挙管理委員会連合会が主催する総会、研修会及び各種会議は、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止のため開催されなかったが、書面等のやりとりで各都市の選挙の管理執行、委員会運営及び選挙啓発等に
係る情報を収集し、本市の取組の参考とした。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2022：重点戦略最終年度、2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

実績

実績

目標

実績

目標

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

目標

指標名称 総合戦略
施策体系

重点戦略
戦略項目 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

実績

再任用(26h)
人工

正規
再任用(31h)

人件費（人工分）（B）

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A） 23,009
一般会計繰入金

一般財源
その他
市債

国・県支出 202,639

279,085

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

決算 202,639

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

選挙は性別や障害、経済的地位等の状況に関わりなく、市民の社会的、政治的な参画を
促進するため。

⑩不平等

重点戦略 － （戦略項目）

総合戦略 － （施策）

事業シート （事業名） 01 衆議院議員選挙 【完了】

2022年度 事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 01

（管理番号）

分野 基本政策 政策

年間経費(予算又は決算+A+B) 225,648

市選挙管理委員会事務局 小杉　浩喜 2022.7.1

1947 ― 一般会計 法定受託事務 公職選挙法

主要事業 ○ ※「総合戦略」「重点戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

公職選挙法に基づき、国民を代表する国会議員である衆議院議員を選出する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

予算費目 所属コード

(4) 関連するSDGsのゴール

事業費(千円)
予算

目標



2022年度 事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 01

（管理番号）

分野 基本政策 政策

市選挙管理委員会事務局 小杉　浩喜 2022.7.1
予算費目 所属コード

4 前年度（2021年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2021年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2021年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2022年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2022年度）事業実施内容（Plan）

現状

浜松市内の有権者を対象として、衆議院議員総選挙（小選挙区選出議員選挙及び比例代表選出議員選挙）及び
最高裁判所裁判官国民審査の投開票事務を行い、開票結果を選挙長等（小選挙区選出議員選挙にあっては選
挙長、比例代表選出議員選挙にあっては選挙分会長、最高裁判所裁判官国民審査にあっては審査分会長）に報
告するとともに、有権者に公表した。

・衆議院解散：2021年10月14日
・公（告）示日：2021年10月19日
・選挙（審査）期日：2021年10月31日

指標の達成度
浜松市内の有権者を対象として、衆議院議員総選挙（小選挙区選出議員選挙及び比例代表選出議員選挙）及び
最高裁判所裁判官国民審査の投開票事務を行い、開票結果を選挙長等（小選挙区選出議員選挙にあっては選
挙長、比例代表選出議員選挙にあっては選挙分会長、最高裁判所裁判官国民審査にあっては審査分会長）に報
告するとともに、有権者に公表した。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工



1 基本情報
(1) 事業目的・事業対象

(2) 事業の性質

(3) 事業の位置付け

2 事業コストの状況（千円）

3 事業の指標の状況（2022：重点戦略最終年度、2024：総合戦略・基本計画最終年度）

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

2024
(R6)

目標

指標名称 総合戦略
施策体系

重点戦略
戦略項目 年度

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

年間経費(予算又は決算+A+B) 203,267

再任用(26h)
人工

正規
再任用(31h)

人件費（人工分）（B）

会計年度任用職員(人事課予算)

人件費（報酬等）（A） 27,291
一般会計繰入金

一般財源
その他 328
市債

国・県支出 175,648
決算 175,976

事業費(千円)
予算 260,364

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

⑩不平等

2023
(R5)

2024
(R6)

事業とゴールの
関連性

選挙は性別や障害、経済的地位等の状況に関わりなく、市民の社会的、政治的な参画を
促進するため。

(4) 関連するSDGsのゴール

重点戦略 － （戦略項目）

総合戦略 － （施策）

小杉　浩喜 2022.7.1

主要事業 ○ ※「総合戦略」「重点戦略」該当事業 及び 政策実現のため特に重要な事業を主要事業とする。

公職選挙法に基づき、県を統括し事務を管理・執行する県知事を選出する。

開始年度 終了予定 会計区分 事務区分 根拠法令等

1947 ― 一般会計 法定受託事務
自治事務（法令義務） 公職選挙法

事業シート （事業名） 02 県知事選挙 【完了】

2022年度
（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 02

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局
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2022年度

（管理番号）

事業 （担当課） （責任者） （基準日）
07 05 03 01 006101000 02

分野 基本政策 政策 予算費目 所属コード

市選挙管理委員会事務局

4 前年度（2021年度）事業実施内容　（Do）

5 前年度（2021年度）事業評価　（Check）

(1)事業の成果と課題

(2) 考慮すべき社会経済状況の変化　（新たな社会課題や機会、法制度の改正、他団体の動向など）

6 事業の見直し （Action）
(1) 前年度（2021年度）見直し内容（実施結果の振り返り）

/

(2) 当年度（2022年度）以降見直し内容（今後の方向性）
/

7 当年度（2022年度）事業実施内容（Plan）

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状

浜松市内の有権者を対象として、2021年7月4日任期満了による静岡県知事選挙の投開票事務を行い、選挙結果
を静岡県選挙管理委員会に報告するとともに、有権者に公表した。

告示日　 ：2021年6月3日
選挙期日：2021年6月20日

指標の達成度 計画通り
浜松市内の有権者を対象として、令和３年７月４日任期満了による静岡県知事選挙の投開票事務を行い、選挙結
果を静岡県選挙管理委員会に報告するとともに、有権者に公表した。

大項目 現状 小項目 事業費 現状 人工 現状


